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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

プリズム（個の輝き・協同の輝き） 第２号

～幸せな学校の創造～
江東区立南砂中学校だより

令和 7年度 学校経営計画（抜粋）につきまして
校 長 近藤 啓太

Ⅰ 教育目標 令和７年度のテーマ 「幸せな学校の創造」

予測不能な時代を生き抜くための主体性を身に付けさせ、持続可能な社会の作り手を育成する。
◎ 心の豊かな人 〇 創造力に富む人 ○ 自らを鍛える人

Ⅱ 経営目標 （短期目標）
＜重点領域１＞ 豊かな心の育成と心理的安全性の向上
（１）道徳や特別活動において、人権や多様性を尊重する姿勢を育てる。
（２）平和に関する講話や書籍、新聞等を通した知識の下、未来の在り方やひとりひとりができる

ことを考えさせる。
（３）教育活動で話し合い活動や縦割り体験活動を充実させ、学級・学校内での心理的安全性の向

上を図る。また、活動を通してリーダーを育成する。
（４）Ｅルームの環境を整備し、不登校生徒へ居場所づくりや関係諸機関への橋渡しを行う。
（５）食育、安全教育や消費者教育を充実させ、健康的で安全・安心な生活を確立させる。
（６）教室に新聞を配置し、生徒・教員に新聞からの情報を有効活用させる（情報リテラシー）。

＜重点領域２＞ 創造力（学習意欲・発想する力・楽しむ力）の向上
（１）南中探求タイム（総合的な学習の時間）を各学年において活性化させる。１年生では企業の

サポートを受け、ＳＤＧｓ達成のための課題解決学習（ＰＢＬ）に取り組み発信させる。
（２）生徒主体の行事・生徒会活動・部活動の運営を行わせる。また、生徒会活動や学校行事全班

においても、ＳＤＧｓとのつながりを意識して活動させる。
（３）特別活動を要とし、マンダラチャートやキャリア・パスポートを活用しながら、チャレンジ

・ウエンズデーの取り組みを工夫させ、生き方を考え行動する力を育成する。
（４）主体的に学びに向かう態度を育成する授業づくりや家庭学習の指導を工夫する。各種検定の

活用や、朝学習、昼読書等を通して学習習慣を定着させる。

＜重点領域３＞ 自らを鍛える（知力・体力の向上）
（１）クロームブックや学校図書館を活用しながら、各教科の指導の重点項目の達成を目指し、授

業を充実させる。教科等横断的な授業運営により、知の深化を図る。
（２）学級・学年の指導を充実させ、朝学習、昼読書、チャレンジ・ウエンズデー、各種検定試験

等、個に応じた取り組みを支援し挑戦させる。
（３）日頃から研究と修養に努める。特に長期休業中等に Off-JTに積極的に取り組む。
（４）ＳＯＳの出し方教育を行う。また、校内委員会や教育相談機能の充実及び SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）、

SSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）等との連携を通して、生徒を支援する。
（５）体育的行事に積極的に参加し、体力向上や苦手なものにも挑戦する態度を育てる。

＜重点領域４＞ 家庭・地域・企業等との連携による教育の充実
（１）学校ホームページや学校公開を充実させ、情報発信や教育活動の理解・協力を得る。

生徒の地域での活動を促し、支援する。
（２）地域・企業等の人材を活用し、生徒により豊かな体験学習を提供する。
（３）費用対効果を考慮し、負担軽減を図る。

すぐーるの有効活用を推進する。

【特色ある取り組み】
１．Eルームの設置（午前９時00分から午後3時まで《予定》）

「校内の別室であれば登校できる子供への支援の充実」（東京都の施策）のため、本校では
「Eルーム」と名付け整備を進めています。利用については教員にご相談ください。

２．新聞の教室配置
①情報リテラシー（世の中のさまざまな情報を適切に活用できる能力）の向上、②平和学習や

教科等における活用、③読解力の向上－を「ねらい」として実施します。 （裏面に続きます）
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３．実社会と連携した教育の充実

①１年生で課題解決型学習による SDG ｓへの取組・発表（住友生命と連携）、②運動会の一部
にインクルーシブ種目を取り入れること（日本財団パラサポと連携）を予定しています。
教育活動の充実と共に、全教職員にとっての研修になると考えています。

４．「よむYOMUワークシート」の全校実施 （２年目）
江東区では、「読解力向上プログラム」として全中学校２学年で実施しています。本校では、

全学年で取り組みます。１，３年生は教材費としてのご負担（600円）をお願いします。
５．平和学習と人権学習の充実

平和学習として２月に加え８月にも講演会を予定しています。ジェンダーフリーに関する学習
会も、継続して実施します。
※ジェンダーフリー：誰もが性による社会的・文化的差別を受けることなく、自らの能力を自由に発揮するべきという考えかた

※３学年だよりに掲載された作文ですが、全ての方に読んで欲しいと思い、掲載許可を得ました

「すぐーる」による欠席・遅刻連絡について（５月１日から）

本校ではこれまで、家庭と学校との直接的なつながりを大切にしたいとの
考えの下、電話連絡をお願いしてきました。しかし、電話を受けられる時間
帯が保護者の通勤時間帯と重なること、また教員の勤務時間の関係で電話対
応できる時間が限られることから、電話連絡に加え、「すぐーる」での連絡を
受ける準備をしています。連絡方法など詳細は、右の QR コードからお読み
取りください。「すぐーる」での連絡は、当日８時２０分までにお願いします。
電話連絡は８時００分から８時２０分までか、８時３０分以降にお願いします。
また、江東区では、平日午後４時５０分から午前８時まで、週休日・休日・閉庁日は終日を、留

守番電話機能に設定することとし、ご理解をいただいております。

５月の主な行事
１日（木） セーフティ教室 １５日（木）歯科検診
２日（金） １年応急救護講習、委員会 １９日（月）生徒朝会
３日（土） 憲法記念日 ２０日（火）検尿２次
４日（日） みどりの日 ２１日（水）予行、職員会議、検尿
５日（月） こどもの日 ２３日（金）避難訓練、前日準備
６日（火） 振替休日 ２４日（土）運動会（予備日２７日）
７日（水） 教職員研修、午前授業、検尿 ２６日（月）振替休業日
８日（木） 学校評議員会、SDGｓ出前授業 ２８日（水）教職員研修

１２日（月） 朝会、安全指導、運動会練習・始 ２９日（木）ジェンダーに関わる講演会
１４日（水） 職員会議 ３０日（金）英検
※１２日（月）から２４日（土）までは体操着登校です。

（生徒の作文から）応援される３年生になる
ＹＲ（３年A組）

私は、３年生になり目標ができました。「応援される３年生になる」ことです。それは、部活でも勉強
面でも応援されることです。
私は２年生までは、誰かに応援されなくても別にいいと思っていました。ですが、２年生の最後あた

りのバドミントンの大会で負けそうなとき、私は諦めそうになりましが、友達や先生の応援に背中を押
され勝つことができました。このおかげで、「応援がいかに自分の気持ちを変えてくれるか」に気づき
ました。ですが、応援がされないときもありました。その状況を説明すると、試合中に後輩たちが喋っ
ていて応援されなかったときです。この試合の後、先生達の話を聞いて、応援されなかった理由が自
分にあることを知りました。それは、応援される選手じゃなかったからです。この言葉だけじゃ意味が
よくわからないと思いますが、応援される選手はどういう選手かと考えると、少し分かる気がしまし
た。
応援される人は、誰よりも練習して、誰よりも感謝する人だと思います。多分、これが自分には足り

ていなかったので、応援される選手になれていなかったのです。
私は、応援される選手にもなりたいし、勉強面でも応援されたいと思ったので、この２つを合わせて

考えた結果、題名の「応援される３年生になる」という目標にしました。まだまだ、感謝も努力もあまり
できていないと思うので、もっと頑張って、最後には応援される３年生になっていたいです。


